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こ参加して

　国立慶州文化財研究所と奈良文化財研究所との

研究交流の一環として、2015年８月３日から10月２

日まで奈良に滞在し、藤原宮跡と平城宮跡の発掘調

査に参加しました。

　まず、藤原宮跡(藤原宮大極殿院)の調査は大極

殿基壇南側の大極殿院内庭を対象に実施したもの

で、調査過程で㈱敷広場、大極殿基壇南側の階段痕

跡、造営期の運河等が確認されました。８月の奈良

はとても暑かったですが、藤原宮跡のような重要な

遺跡の発掘現場に参加することができ、考古学を学

ぶ者として非常に嬉しかったです。

　平城宮跡(第一次大極殿院)の発掘調査は、大極

殿院広場の西辺地域の井戸の有無の確認とその時

期決定を目的として実施しました。今回の調査で

は、遺構の性格と時期の決定について大変悩まされ

ました。その過程で瓦、木簡等、複数分野の研究者

と一緒に遺跡の様相について討論する機会をもち、

非常に興味深い時間となりました。

　奈文研で２ケ所の発掘調査に参加し、調査と研究

そして整備・活用までのサイクルを目の当たりにす

ることができました。それだけでなく学術的成果を

どのように活用するかについて、常に頭を悩ませて

いることを様々な場で感じられたことも忘れ難い

経験となりました。

　韓日発掘交流は今年で10年になります。今後も

持続的な交流を通じて、多くの研究者が両国の調査

研究の方向、および文化財行政を直接見て感じる機

会が継続することを希望いたします。

(国立慶州文化財研究所張恩恵、翻訳諌早直人)
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発掘作業への参加風景
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